
第８回障害者インターナショナル（DPI）世界会議は、世界66カ国からの障害者や障害者団体（DPO）参加があり、南アフリカ共和国ダーバンにて、2011年10月10～13日に開催された。

この世界会議のスムーズな開催のための支援をいただいた南アフリカ政府、特に女性・子ども・障害者省やクワズールナタール州政府、エティクウィニ都市圏自治政府には、深い感謝の意を表する。

また、私たちに協力いただいた全国宝くじ購入委員会、Sanlam財団、南アフリカ放送協会（SABC）、


SASOCとすべてのDPOにも広く感謝の意を表したい。
我々は国際的象徴である、ネルソン・マンデラと
マハトマ・ガンジーの土地に集まり、この土地が、差別に対して人々が平等と人権を求めて争い、そして世界的成功例を与えられた場所であるということを認識し、障害者権利条約の実施が障害者の真のエンパワメントのための基盤となることを信じて、すべての国に以下のことがらを求める。

DPI（障害者インターナショナル）ダーバン宣言（仮訳）
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＊条約と選択議定書を批准し、我々が４年後に再会する時までに、その効果的な実施のための強力な方略を開発すること。


＊障害者権利条約の第４条でその完全かつ効果的な実施と様々な条項のモニタリングについて示されている通り、締約国の一般的な義務の要請についての認識をすること。


＊障害者が、権利条約の実施とモニタリングのための方略に積極的に参加し寄与できるようにすること。


＊障害者が政治参加をし、リーダーシップを構築することを奨励、保障すること。


＊障害者の専門性と平等な社会参加を十分に理解し、評価すること。


＊すべてのプログラムにおいて、ジェンダー問題に鋭く反応し、障害を持つ若者や女性の能力の開発に重点的に取り組むことを保障すること。


＊卒業・退学者に対し、高等教育や訓練、雇用へのアクセスを提供するための明確な変遷プログラムの導入を保障すること。


＊障害者が、自らの能力を高められるアクセシブルな形式からの情報を得る権利を持つことを保障するため、世界中のアクセス可能な技術開発のプロセスに従事、また提携をすること。


＊障害が、ミレニアム開発目標、また2015年以降のすべての開発プログラムの本質的な部分の一つであることを確認すること。


＊障害のインクルーシブな開発協力の必要性を重視すること。


＊障害を持つ女性や子ども、若者、知的障害者、精神障害者、その他の弱者に特別な注意が払われる必要性があることを強調すること。


＊障害を持つ女性や子どもに対する性的虐待や暴力を防止するため、緊急の配慮が必要であることを認識すること。


＊また、緊急事態や人道的リスクのある状況下で、障害者のニーズにも焦点を当てること。


＊障害者権利条約委員会が権限を持つよう国連に要請すること。


＊また、DPIが世界の障害者運動の基盤を築き上げ、現在その上に更なる運動が築き続けられていることをも認識し、そのクロス・ディスアビリティの強い信念を再確認する必要性を感じていることを公にすること。


＊そしてDPIが障害を持つすべての人々の真の代表であることを誓い、その代表する地域、言語、文化の多様性が、その活動に反映されているよう保障すること。





私たちは、障害者に真の解放をもたらすよう、身体的その他すべての障壁の除去に向け取り組み続けること、また、あらゆる種別の障害、特に知的障害や精神障害を理由とするいかなる種類の差別をも防止することを、ここに満場一致で誓約する。




















